
佛
教
學
研
究
　
第
七
十
六
号
　
抜
刷

令

和

二

年

二

月

十

日
　
発
行

称
名
寺
聖
教

『往
生
礼
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

佐

竹

真

城



称名寺聖教『往生礼讃光明抄』について

称
名
寺
聖
教

『往
生
礼
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

問
題
の
所
在

小
論
で
扱
う

『往
生
礼
讃
光
明
抄
』
（以
下

『礼
讃
光
明
抄
』
と
略
称
）
と
は
、
神
奈
川
県
称
名
寺
所
蔵

（神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
管

理
）
に
な
る
国
宝
称
名
寺
聖
教
の
な
か
の
一
書
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

本
書
は
、
古
目
録
類
に
は
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
撲
号
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
厳
密
に
は
撰
者
が
詳
ら
か
で
な
　
５９

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
の
調
査
で
顕
出
さ
れ
て
以
降
、
同
じ
く

「光
明
抄
」
と
題
す
る
著
作
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
然

　

一

門
下
の
覚
明
房
長
西

（
一
一
人
四
―
一
二
六
六
）
に
よ
る
撲
述
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
長
西
の
著
作
の
殆
ど
は
早

く
に
散
逸
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
研
究
者
の
間
で
は
長
西
教
義
を
窺
う
上
で
重
要
な
典
籍
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
未
だ
詳
細
に
内
容
を
論
じ
た
研
究
は
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
慎
重
を
期
す
る
な
ら
ば
、
題
号
の
一
部
が
一
致

す
る
と
い
う
だ
け
で
長
西
撰
述
で
あ
る
と
判
定
す
る
の
は
、
珈
か
飛
躍
が
過
ぎ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
翻
っ
て
考
え
れ
ば
、

撲
者
が
長
西
で
あ
る
と
確
定
で
き
た
な
ら
ば
、
長
西
教
義
研
究
に
必
要
不
可
欠
な
文
献
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
小
論
で
は
、
本
書
に
説
か
れ
る
特
徴
的
な
思
想
を
紹
介
し
、
そ
の
説
示
か
ら
本
書
の
撲
者
が
長
西
で
あ
る
こ
と
を
確
定
さ

せ
た
い
。
そ
の
上
で
、
本
書
が
長
西
教
義
研
究
の
み
な
ら
ず
、
中
世
浄
土
教
研
究
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
を
持
つ
こ
と
を

提
示
し
た
い
。

佐

　

竹

　

真

　

城



称名寺聖教 F往生礼讃光明抄』について

一

『礼
讃
光
明
抄
』
に
言
及
す
る
先
行
研
究

は
じ
め
に
、
本
書
に
言
及
す
る
先
行
研
究
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

・
塚
本
善
隆
博
士

「金
沢
文
庫
所
蔵
浄
土
宗
学
上
の
未
伝
稀
親
の
鎌
倉
吉
砂
本
」
（『浄
土
学
』
巻
五
／
六
・
五
七
五
頁
、　
一
九
二
三
年‐
）

①
往
生
礼
讃
光
明
抄
三
巻
の
内
、
第
二
、
第
二
、
長
西
撰

（推
定
）、
永
源
手
沢
、
湛
容
所
持
本
、

表
紙
に

往
生
礼
讃
慨
抄
三
巻
内
霧
一・一諦御搬

と
あ
り
、
先
の
０
観
経
疏
光
明
抄
に
欣
浄
沙
門
長
西
録
と
あ
る
に
よ
つ
て
、
法
然
門
下
の
高
足
覚
明
房
長
西
の
撲
な
る
こ
と
は
、
　
一

殆
ん
ど
疑
ひ
な
し
。
本
書
は
末
部
を
逸
し
た
れ
ば
、
奥
書
を
得
ず
と
雖
ど
も
、
「観
経
疏
光
明
抄
」
及
び
、
次
の
同

一
撲
者
、　
　
６０

同

一
書
写
人
の

「法
事
讃
の
疏
」
と
共
に
、
文
永
五
年
、
六
年
の
頃
京
都
に
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
推
定
せ
ら
れ

　

一

る

。

・
岸
章
二
氏

「金
沢
文
庫
所
蔵

『観
経
疏
光
明
抄
』
玄
七
第
五

（？
）
同
序
三
第

一
の
本
文
及
び
そ
の
解
説
と
光
明
抄
研
究
の

一
間

題
」
（『宗
学
研
究
』
巻

一
一
、　
一
九
二
五
年
　
※
二
重
山
括
弧
内
は
筆
者
加
筆
）

又
こ
ゝ
に
今
師
と
い
ふ
は
善
導
を
指
し
て
ゐ
る
如
く
、
『観
経
疏
光
明
抄
』
、，
『法
事
讃
』
及
び

『礼
讃
』
の

『光
明
抄
』
に
あ

つ
て
は
、
善
導
呼
ぶ
に
今
師
若
く
は
和
尚
の
略
称
を
用
ひ
、
元
祖
法
然
上
人
を
呼
ぶ
に
上
人
な
る
敬
称
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
（
一

五
四
頁
）

『礼
讃
光
明
抄
』
第
二
れ
丁
に

『礼
讃
』
升
た
の

「諸
衆
生
今
日
晨
朝
各
誦
二六
念
こ

の
文
の
六
念
を
解
釈
し
て
ゐ
る
が
、
他

の
釈
が
極
め
て
個
殊
的
簡
結
叙
述
で
あ
る
の
に
、
六
念
の
釈
に
於
て
は
甚
だ
委
細
で
約

一
枚
半
に
亘
つ
て
ゐ
る
。
（
一
五
九
頁
）



称名寺聖教『往生礼讃光明抄』について

又

『礼
讃
光
明
抄
』
第
二

（合
十
一
丁
右
）
に
も
如
上
の

『観
念
法
門
』
を
拳
げ
て
こ
の
義
の
然
ら
ざ
る
旨
を

「私
云
此
義
不

爾
在
別
可
見
」
と
ゐ
つ
て
ゐ
る
。
（
一
六
二
頁
）

『礼
讃
光
明
抄
』
第
二

（合
十
一
丁
右
）
に

「私
云
此
義
不
爾
云

々
在
捌
可
見
」
と
い
ふ
は
、
恐
ら
く

『玄
義
分
光
明
抄
』
第

二
升
れ
の
私
釈
を
指
摘
し
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
が
故
に

『礼
讃
』
は

『玄
義
分
』
よ
り
後
に
講
せ
ら
れ
ら
れ
て
ゐ
る
と
推
せ

ら
る
。
又

『定
善
義
』
の

『光
抄
明
』
《
『光
明
抄
』》
は
逸
失
し
た
か
未
だ
に
発
見
せ
ら
れ
な
い
が
、
『礼
讃
光
明
抄
』
第
二

（合
十
四
丁
左
）
に

「委
在
定
善
義
抄
可
見
」
と
あ
る
か
ら

『礼
讃
』
よ
り
は

『定
善
義
』
は
早
く
講
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
一

六
九
頁
）

こ
ゝ
《聖
間

『決
疑
砂
直
牒
』
巻
六

（『浄
全
』
巻
七

・
五
四
〇
頁
）》
に
指
す
疑
芥
と
は
、
『浄
土
疑
芥
』
即
ち

『光
明
抄
』

で
あ
る
か
は
現
在

『玄
義
分
光
明
抄
』
が
十
八
願
加
減
の
文

‐
の
あ
る
と
こ
ろ
を
欠
失
し
、
『観
念
法
門
』
に
は

『光
明
抄
』
な

　

一

く
、
残
存
の

『礼
讃
光
明
抄
』
十
八
願
加
減
の
文
の
下
の
釈
に
も
見
出
し
得
な
い
の
で
容
易
に
決
し
難
い
が
、
そ
の
思
想
と
し
　
６１

て
は

『礼
讃
光
明
抄
』
第
二

（合
一
用
）
に

「疑
云
称
我
名
号
者
釈
経
何
句
・欺
答
乃
至
十
念
句
也
謂
先
標
称
我
号
・次
乃
至
釈

　

一

下
至
・十
念
釈
十
声
」
と
同
じ
で
あ
つ
て
、
乃
至
を
ば
諸
行
よ
り
念
仏
に
至
る
言
葉
と
し
て
第
十
八
願
の
乃
至
十
念
に
諸
行
を

合
せ
し
む
る
為
め
の
釈
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
（
一
七
〇
頁
）

。
安
井
広
度
博
士

『法
然
門
下
の
教
学
』
（
一
九
二
八
年

［
一
九
六
八
年
複
刊
］

※
二
重
山
括
弧
内
は
筆
者
加
筆
）

０

『浄
土
疑
芥
』

、

『群
疑
論
疑
芥
』
第
七
巻
の
内
題
に

「浄
土
疑
芥
櫛
紳
論
雛
榔
」
と
記
し
、
『観
経
疏
序
分
義
光
明
抄
』
の
初
に

「浄
土
疑
芥
捌
紳

卿
籍
斗
」
と
記
し
、
『法
事
讃
光
明
抄
』
の
初
に

「浄
土
疑
芥
捌
動
淋
報
部
」
と
記
す
所
を
見
る
と
、
彼

《長
西
》
に
は

「浄
土
疑

芥
」
と
題
す
る
大
部
の
浄
土
教
に
関
す
る
著
述
が
あ
つ
た
や
う
に
察
せ
ら
れ
る
。
全
部
で
何
巻
あ
つ
た
か
解
ら
な
い
が
、
…
…

『法
事
讃
』、
『礼
讃
』、
『論
註
』
等
の
砂
を
残
し
て
ゐ
る
。
（三
六
頁
）



称名寺聖教『往生礼讃光明抄』について

さ
て
、
乏
し
き
文
献
に
依
て
長
西
の
業
成
論
を
窺
ふ
と
、
彼
は
常
に
至
誠
心
を
以
て
業
成
を
論
じ
た
る
が
如
く
…
…

『礼
讃
光

明
抄
』
に
は
、
『浄
土
論
』
の
一
心
を
解
し
て
、

一
心
者
浅
深
分
斉
如
何
。
答
、
勇
猛
強
盛
心
也
、
業
事
可
二成
弁
・故
、
此
即
至
誠
心
也
。

と
い
ひ
…
…
一
般
に
勇
猛
強
盛
の
心
を
以
て
修
す
る
時
に
往
生
の
業
事
が
成
弁
す
る
意
味
な
る
や
、
又
、
欺
か
る
行
を
以
て
業

成
に
供
す
べ
き
業
と
な
す
意
味
な
る
や
、
今

一
つ
明
か
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
思
ふ
に
、
彼
の
四
修
本
位
の
考
か
ら
す
る
と
、

そ
れ
は
恐
ら
く
後
者
の
意
味
に
解
す
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
（七
四
―
七
五
頁
）

。
石
田
充
之
博
士

『日
本
浄
土
教
の
研
究
』
（二
九
九
―
三
〇
〇
頁
、　
一
九
五
二
年
　
※
二
重
山
括
弧
内
は
筆
者
加
筆
）

⑥
往
生
礼
讃
光
明
抄
三
巻

（二
、
三
巻
の
一
冊
存
）
（右
同

《金
沢
文
庫
蔵
》
）
‥
…
二

連
の

「浄
土
疑
芥

ハ」》
と
内
題
す
る

講
義
録
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
、
門
弟
の
私
解
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
大
体
そ
の

《
長
西
》
著
と
推
定
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
一

。
石
田
充
之
博
士

『法
然
上
人
間
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
巻
下

（七
八
―
七
九
頁
、　
一
九
七
九
年
　
※
二
重
山
括
弧
内
は
筆
者
加
筆
）
　

６２

０
往
生
礼
讃
光
明
抄
　
三
巻

（第
二
、
第
二
巻
の
一
冊
現
存
）
永
源
手
沢
本
湛
容
所
持

《「金
沢
文
庫
蔵
」
の
脚
註
あ
り
》
‥
…
ｏ
　

一

一
連
の

『浄
土
疑
芥
』
と
内
題
す
る
長
西
の
講
義
録
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
門
弟
の
私
解
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
大
体
長
西
師
の
思
想
内
容
を
伝
え
る
著
述
で
あ
る
と
思
惟
し
て
宜
し
い
で
あ
ろ
う
。

・
『浄
土
宗
大
辞
典
』
（巻
一
。
一
六
三
頁
、　
一
九
八
〇
年
）

お
う
じ
よ
う
ら
い
さ
ん
こ
う
み
ょ
う
し
ょ
う

【往
生
礼
讃
光
明
抄
】
三
巻
。
長
西
撲
。
善
導
の

『往
生
礼
讃
偶
』
の
注
釈
書
。

昭
和
初
期
に
金
沢
文
庫
か
ら
見
出
だ
さ
れ
た
も
の
で
、
表
紙
に

「往
生
礼
讃
光
明
抄
三
巻
内
需
一・一紳
知
識
」
と
あ
り
、
三
巻
の
中

′
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
‥

ぅ
ィ
′

の
第
二
。
第
二
巻
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
末
部
を
欠
い
て
お
り
作
者
名
な
ど
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
じ
く
金
沢
文
庫

蔵
の

「視
経
疏
光
明
抄
」
（文
永
六
年
永
源
書
写
本
）
と

『法
事
讃

（光
明
抄
）』
（文
永
五
年
永
源
書
写
本
）
は
長
西
の
著
で

あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
も
長
西
の
著
で
一
二
六
八
―
九
年

（文
永
五

・
六
）
ご
ろ
永
源
に
よ
っ
て
書



称名寺聖教『往生礼讃光明抄』について

写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
長
西
の
諸
行
本
願
義
研
究
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
書
で
あ
る
。

・
吉
田
淳
雄
氏

「長
西
の
著
作
に
つ
い
て
」
（『仏
教
論
叢
』
巻
四
四
。
九
七
頁
、
二
〇
〇
〇
年
　
※
二
重
山
括
弧
内
は
筆
者
加
筆
）

④
往
生
礼
讃
光
明
抄
は
、
第
二
・
三
巻
の
み
現
存
す
る
。
外
題
は

往
生
礼
讃

〈光
明
〉
抄
三
巻
内

〈第
二
自
日
没
／
第
二
詑
後
序
〉

と
あ
り
、
巻
二
は
十
三
葉
で
日
没
偶
か
ら
日
夜
偶
ま
で
を
釈
し
、
巻
三
は
後
夜
偶
か
ら
後
序
ま
で
を
扱
っ
て
お
り
、
十
九
葉
が

現
存
す
る
も
の
の
巻
尾

一
葉
程
度
が
欠
け
て
い
る
。

こ
の
②

《観
経
疏
光
明
抄
》
③

《法
事
讃
光
明
抄
》
④
は
奥
書
よ
り
、
文
永
五
年
か
ら
六
年

（
一
二
六
八
～
九
）
に
か
け
て
永

源
な
る
者
が
洛
北

一
条
万
里
小
路
の
阿
弥
陀
院
に
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
後
ど
う
い
う
経
緯
を
辿
っ

た
の
か
不
明
だ
が
、
金
沢
称
名
寺
の
第
二
世
湛
容
の
所
持
本
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
『新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
（
〓
二
一
八
頁
、
二
〇
一
六
年
、
執
筆
¨
石
上
壽
應
氏
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６３

お
う
じ
ょ
う
ら
い
さ
ん
こ
う
み
ょ
う
し
ょ
う

【往
生
礼
讃
光
明
抄
】

一
一巻

一
冊
。
長
西
撰
、
永
源
書
写
、
湛
容
手
沢
。
諸
行

　

一

本
願
義
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た

『往
生
礼
讃
』
の
註
釈
書
。
同
じ
く
金
沢
文
庫
所
蔵
の
長
西
撰

『視
経
疏
光
明
抄
』
『法
事
讃

光
明
抄
』
の
書
写

・
手
沢
が
本
書
と
同

一
人
で
あ
る
こ
と
、
両
書
の
書
写
年
代
が
長
西
入
寂
直
後
の
文
永
五
―
六
年

（
一
二
六

八
―

一
二
六
九
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
の
長
西
撰
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
表
紙
の
記
述
か
ら
第

一
巻
が
欠
如
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

如
上
、
何
れ
も
本
書
の
撰
者
を
長
西
と
し

（
一
部
推
定
を
含
む
）、
そ
の
貴
重
性

・
重
要
性
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「長
西
の
諸
行
本
願
義
研
究
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
書
」
等
の
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
内
容
に
ま
で
言
及
し
た

の
は
岸
氏
の
論
致
の
み
で
あ
る
。
そ
の
岸
氏
も
中
心
は

『観
経
疏
光
明
抄
』
に
あ
っ
た
た
め
、
十
分
に
研
究
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い

難
い
。
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二

『礼
讃
光
明
抄
』
の
書
誌
情
報
と
価
値

つ
ぎ
に
、
『礼
讃
光
明
抄
』
の
書
誌
情
報
を
表
に
整
理
し
た
上
で
、
先
行
研
究

の
見
解
も
踏
ま
え
、
改
め
て
本
書
に
つ
い
て
纏
め

て
お
き
た
い
。

- 64 -

備
考

奥
書

法
量

丁
数

装

丁
表
紙

※
巻
二
…
日
没
讃

（大
経
）
「礼
讃
阿
弥
陀
仏
十
二
光
名
求
願
往
生

一
十
九
拝
当
日
没
時
日
没
時
礼
」
（『聖
典
全
書
』
巻

一
。
九

一
六
頁
）
か
ら
初
夜
讃

（大
経
）
。
中
夜
讃

（十
二
礼
）
「余
悉
同
上
法
」
（『聖
典
全
書
』
巻

一
。
九
二
五
頁
）
ま

で
を
註
釈
。

※
巻
三
…
後
夜
讃

（願
生
偶
）
「第
四
謹
依
天
親
菩
薩
願
往
生
礼
讃
偶
」
（『聖
典
全
書
』
巻

一
。
九
二
五
頁
）
か
ら
晨
朝

讃

（彦
踪
）
ｏ
日
中
讃

（観
経

。
広
懺
）
。
後
序

（後
述
）
「既
有
此
増
上
誓
願
可
憑
」
（『聖
典
全
書
』
巻

一
。
九
五
九
頁
）

ま
で
を
註
釈
。

「文
永
五
年
八
月
十
六
日
／
礼
讃
三
巻
内
第
二
」
（※
／
は
改
行
位
置
）

④

縦
寸

¨
二
八

・
六
糎
、
横
寸

¨
二
〇

・
七
糎

③

三
二
丁

（巻
二
…

一
三
丁
、
巻
三
…

一
九
丁
の
合
冊
）

綴
葉
装

中
央

「往
生
礼
讃
吐
抄
三
巻
内
霧
一・一諦
御
殻
」
右
下

「湛
容
」
左
下

「永
源

（花
押
）」
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本
書
は
、
標
題
が
示
す
よ
う
に
、
善
導

（六
一
三
―
六
八
一
）
撲

『往
生
礼
讃
偶
」
（以
下

『礼
讃
』
と
略
称
）
の
文
言
に
対
し
て
、

「●
●
等
事
」
と
小
分
け
に
し
て
見
出
し
を
立
て
、
註
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
に
は

「三
巻
内
」
と
あ
り
、
巻
二
の
奥
書

に
は

「礼
讃
三
巻
内
第
二
」
と
の
一
文
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
三
巻
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
所
釈
の
文
に
目
を
向
け

る
と
、
巻
二
は
日
没
讃

（大
経
）
の

「礼
讃
阿
弥
陀
仏
…
…
日
没
時
礼
」
（『聖
典
全
書
』
巻
一
・
九
一
六
頁
）
か
ら
は
じ
ま
り
、
巻
三

は
後
序

（後
述
）
の

「既
有
此
増
上
誓
願
可
憑
」
（『聖
典
全
書
』
巻
一
・
九
五
九
頁
）
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
六
時
の
礼
讃
文
か
ら

後
序
に
か
け
て
一
通
り
註
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
同
時
に
巻

一
は
前
序
の
註
釈
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、

巻
三
は
最
後
の
註
釈
文
が
中
途
半
端
に
途
切
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
末
尾
の
一
、
二
丁
あ
ま
り
が
欠
失
し
て
い
る
と
推
察

す
る
。

本
書
の
成
立
時
期
は
、
巻
二
に

「文
永
五
年
八
月
十
六
日
」
と
の
書
写
奥
書
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、　
一
二
六
八
年
以
前
に
遡

　

一

る
こ
と
が
で
き
る
。
『礼
讃
』
の
註
釈
書
の
う
ち
成
立
の
早
い
も
の
と
し
て
は
、
浄
土
宗
鎮
西
義
第
二
祖
良
忠

（
一
一
九
九
―
一
二
八
　
６５

Э

七
）
撲

『往
生
礼
讃
私
記
』
二
巻

（
一
二
七
六
年
頃
成
立
、
以
下

『礼
讃
私
記
』
と
略
称
）
や
、
浄
土
宗
西
山
義
の
行
観

（
一
二
四
一
―

　

一

⑥

一
三
二
五
）
撲

『往
生
礼
讃
私
記
』
三
巻

（
一
二
九
八
年
以
降
成
立
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
称
名
寺
聖
教
の
な
か
に
は
良

忠
の

『往
生
礼
讃
聞
書
』

一
巻

（以
下

『礼
讃
聞
書
』
と
略
称
）
な
る

一
書
を
確
認
で
き
、
し
か
も
康
元
元

（
一
二
五
六
）
年
の
奥
書

を
有
し
て
い
る
か
ら
、
表
面
上
は

『礼
讃
聞
書
』
が
最
古
の

『礼
讃
』
註
釈
書
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
書
写
奥

書
の
年
号
を
そ
の
ま
ま
成
立
と
目
す
る
こ
と
は

一
概
に
は
首
肯
で
き
な
い
こ
と
と
、
称
名
寺
聖
教
に
合
ま
れ
る
良
忠
の

『観
経
疏
聞

⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

書
』
に
は
長
西
の

『観
経
疏
光
明
抄
』
の
影
響
を
看
取
で
き
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
‐、
『礼
讃
』
註
釈
に
お
い
て
も
本

書
の
成
立
の
方
が
早
い
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
両
書
の
成
立
の
前
後
に
関
し
て
は
、
『礼
讃
聞
書
』
の
本
文
内
容
を
踏

ま
え
た
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
点
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
本

書
を
現
存
最
古
級
の

『礼
讃
』
註
釈
書
と
位
置
づ
け
、
『礼
讃
』
註
釈
史
に
お
け
る
最
初
期
の
撰
述
と
す
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は



称名寺聖教『往生礼讃光明抄」について

な
い
だ
ろ
う
。

如
上
の
点
か
ら
、
教
学
的
に
重
要
な
要
素
を
合
む

『礼
讃
』
前
序
の
釈
を
欠
く
も
の
の
、
そ
の
成
立
時
期
よ
り
見
て
貴
重

・
重
要

で
あ
る
と
の
評
価
に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
従
来
言
わ
れ
る
よ
う
に
撰
者
が
長
西
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
価
値
は
さ
ら
に

高
ま
る
こ
と
と
な
る
。
よ
っ
て
、
次
項
で
は
撰
者
長
西
説
を
検
証
す
る
。

三
　
撰
者
長
西
説
の
検
討

本
書
の
撲
者
は
、
標
題
か
ら
長
西
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
書
写
者
に
つ
い
て
は
、
表
紙
に
名

が
見
え
る
永
源
な
る
人
物
と
推
定
で
き
る
。
永
源
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
今
日
金
沢
文
庫
で
管
理

　

一

さ
れ
る
称
名
寺
聖
教
の
な
か
に
は
永
源
書
写
本
が
数
点
確
認
で
き
、
そ
れ
ら
と
照
合
し
て
み
る
と
、
や
や
癖
の
あ
る
筆
跡
は
全
く

一　
　
６６

致
す
る
。
そ
し
て
、
永
源
書
写
本
の
殆
ど
が
長
西
の
著
作
で
あ
る
こ
と
も
、
撲
者
を
長
西
と
比
定
す
る

一
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
し

　

一

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
外
的
観
測
か
ら
の
見
解
に
過
ぎ
な
い
。
本
項
で
は
、
内
的
証
拠
す
な
わ
ち
本
書
に
説
か
れ
る
思
想
か
ら
撲

者
長
西
説
を
検
討
し
て
み
た
い
。

０

「執
持
名
号
」
釈

ま
ず

『礼
讃
光
明
抄
』
に
は
、
次
の
如
く
特
徴
的
な
説
示
を
見
て
取
れ
る
。

尋

云
、
執
持
名
号

者
観
称
中

何
欺
。
答
。
不
ン及
二疑
慮
・、
称
名
也
。
愛
以
諸
師

一
同
釈
二称
名
・也
。
難

云
、
経
上
文
説
ニ

光
明
元
量
寿
命
故
名
ニア
ミ
タ
・、
指
ン彼
云
二聞
ア
ミ
タ
仏
・欺
。
若
爾

仮
名
　
論
二自
性
道
理
・観
二
光
明
等
之
功
徳
・故
、
云
ニ

執
持
名
号
・欺
。
孤
山
智
円
正
釈
二
執
持
二
字
・、
云
二信
力
故
執
受
念
力
故
住
持
・、
全
不
ン云
二称
名
・。
若
爾

正

観
念
為
ン本
、

傍

通
二称
名
・欺
。
何
偏
云
二称
名
・欺
。
答
。　
一
往
此
難
来
、
只
云
二執
持
・不
ン云
二称
名
・故
。
然
　
而
持

者
行
義
也
。
持
ニ
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行

名
号
・者
、
必
称
為
二地
体
・也
。
其
上
通
二観
讃
・事

不
ン遮
也
。
自
ン本
仏
経
多
合
　
可
ン亘
二三
業
・。
故
倶
合
等
性
相
云
二名

ハ
　
リ
テ
　
ニ
　

　

ス
ト
　
　
ニ
　
リ
ヌ
　
　
　
　
　
　
ハ
　
モ
　
キ
　

　

　

ナ
ル
　
ト

句
文
身
依
ン声
仮
立
・。
故
知

執
持
名
号
尤
可
二称
名
・也
。
　
　
　
　
（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
・
三
二
丁
右
―
左
）

す
な
わ
ち
、
『阿
弥
陀
経
』
所
説
の

「執
持
名
号
」
に
つ
い
て
、
観
念

。
称
名
の
何
れ
で
理
解
す
る
の
か
問
い
を
立
て
、
称
名
で
あ

る
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
、
「難
じ
て
云
は
く
」
と
し
て
、
孤
山
智
円

（九
七
六
―
一
〇
三
二
）
は
全
く
称
名
と
は
説
い
て
い
な
い

か
ら
、
観
念
を
本
と
し
て
称
名
は
傍
に
通
じ
る
程
度
の
理
解
で
は
な
い
か
と
重
ね
て
問
い
を
起
こ
し
、
名
号
を
称
す
る
者
は
、
称
え

る
と
い
う
行
為
を
地
体
と
し
た
上
で
、
観
念
に
通
じ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
と
の
理
解
も
示
し
て
い
る
。
最
終
的
に
、
「執
持
名
号
」

は
称
名
で
あ
る
と
断
言
す
る
も
の
の
、
「三
業
に
亘
る
」
こ
と
か
ら
観
念
的
な
解
釈
を
否
定
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
類
似
す
る
議
論
が
、
長
西
撰
述
書
の

『法
事
讃
疑
芥
』
に
も
見
ら
れ
る
。

尋

云
、
執
持
名
号

者
観
称
中
何
欺
。
塔
。
今
釈
雖
ン不
レ云
二称
名
・玄
義
別
時
間
釈
二
一
日
七
日
称
二
仏
之
名
・。
礼
讃
後
序
釈
二
　

一

一
心
称
レ仏
不

，
乱
。
又
釈
二十
声
・十
声
又
釈
二若
称
ン仏
往
生

者
デ

々
・。
諸
師
皆
以
如
ン此

也
。
難

云
、
今
聞
説
ア
ミ
タ
仏
　
　
６７

者
指
下
上
光
明
寿
命
元
量
故
名
ニ
ア
ミ
タ
仏
・之
説
上
欺
。
若
爾

者
執
持
名
号

者
聞
こ
視
念
之
境
・、
謂
可
レ観
二光
明
寿
命
等
・故
。　
　
一

何
云
二称
名
・欺
。
又
付
二経
之
文
言
・執
持
二
字
不
二必

聞
二称
名
・如
何
。
答
。
難
勢
実
□
爾
也
。
但
論
蔵
性
相
云
二名
句
て
議

依
ン声
仮
立
・。
故
名
号
必
可
二
日
唱
フ之
也
。
雖
レ爾

竪

著

共
不
ン可
二
一
偏
・。
経
論
文
言
多
合
　
付
二執
持
名
号
・可
ン有
二三
業

之
行
・也
。
是
以
諸
師
解
釈
辺
々
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
。
三
二
丁
左
）

こ
こ
で
も

『礼
讃
光
明
抄
』
と
同
様
の
間
答
を
展
開
し
、
表
面
上
は
称
名
の
義
を
取
り
な
が
ら
も
、
観
念
的
に
解
釈
し
て
い
く
義
を

完
全
否
定
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
経
論
の
文
言
は
多
岐
に
わ
た
り
、
「執
持
名
号
」
に
お
い
て
も
三
業
の
行
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

一
つ
の
見
解
に
執
着
す
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
両
見
解
は
大
変
に
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
左
の
如
く
対
照
す
れ
ば
よ
り
明
ら
か
で
あ
る

（対
照
の
便
を
は
か
り
、

訓
点
お
よ
び
句
読
点
は
省
略
し
、
適
宜
改
行
や
傍
線
処
理
を
施
し
た
）。
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『礼
讃
光
明
抄
』

尋
云
執
持
名
号
者
観
称
中
何
欺

答
不
及
疑
慮
称
名
也
愛
以
諸
師
一
同
釈
称
名
也
　
・

難
云
経
上
文
説
光
明
元
量
寿
命
故
名
ア
ミ
タ
指
彼
云
聞
ア
ミ
タ
仏

欺
若
爾
仮
名
論
自
性
道
理
観
光
明
等
之
功
徳
故
云
執
持
名
号
欺
孤

山
智
円
正
釈
執
持
二
字
云
信
力
故
執
受
念
力
故
住
持
全
不
云
称
名

若
爾
正
観
念
為
本
傍
通
称
名
欺
何
偏
云
称
名
欺

只
云
執
持
不
云
称
名
故
然
而
持
者
行
義
也
川
行
名

号
者
必
称
為
地
体
也
其
上
通
観
讃
事
不
遮
也
自
本
仏
経
多
合
可
亘

ョ
業

．故
尽晏
宙叔↓融
出徴
コ裂郷
ぃ郁歌
夕駅″″３
〔福蜜
〕ゃ”崎い川執
持
名
号
尤
可

称
名
也

『法
事
讃
疑
芥
』

尋
云
執
持
名
号
者
観
称
中
何
欺

答
今
釈
照
）科↓っっ歌
螢
玄
義
別
時
間
釈
一
日
七
日
一稜
餞
む
各
一礼
讃
後

序
釈
　
心
称
仏
不
乱
又
釈
十
声
十
声
又
釈
若
称
仏
往
生
者
ム
々
諸
師

皆
以
如
此
也

期
司
今
聞
説
列
釧
列
倒
者
倒
Щ
�
四
刻
劉
０
副
冽
例
ヨ
列
倒
ｄ

訓
期
「
司
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謂
可
「悧
調
期
馴
劃
訓
伺
．

到
樹
劉
期
又
付
経
之
文
言
　
　
　
　
　
　
　
　
如
何

必 |

可
口
唱
之
也
雖
爾
竪
著
共
不
可

一
偏
経
論
文
言
多
合
付
執
持
名
号

可
有
三
業
之
行
也
是
以
諸
師
解
釈
辺
々
也

如
上
、
文
言
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、　
一
見
し
て
両
書
の
説
示
が
類
似
し
、
論
理
構
造
に
い
た
っ
て
は
全
く

同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

０
念
仏
理
解

『礼
讃
光
明
抄
』
に
は
、
次
の
如
き
問
答
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

尋

云
、
今
念
仏

者
観
称
中
何
欺
。
答
。
付
二真
身
観
念
仏
衆
生
文
・有
二三
解
・。　
一　
々
向
称
名
念
仏
也
、
一
一　
一
向
観
察
念
仏

也
、
〓
一
ハ広
ク

一旦ル
二三
業
二

・念
仏ナ
リ

今
一ら
ク

視
念
ノ

々
仏
也
。
委
シク
ハ在
リ

ニ定
書
義
ノ

抄
二

・、
可
シ【

見
ッ
云

々
ｏ
二
部
経
′

中
二称

名
本
願
ノ

文
′、未
タ

ン見
レ之

フ。

観
仏
本
願
者
尤
観
経
第
十
三
観
分
明

者
哉
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三

。
二
五
丁
左
）
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こ
こ
で
は
、
念
仏
は
視
念

。
称
念
の
何
れ
か
を
問
い
、
『観
経
』
第
九
真
身
観
の

「念
仏
衆
生
」
（『聖
典
全
書
』
巻
一
・
八
七
頁
）
の

念
仏
に
は
、
●

一
向
称
名
、
②

一
向
観
察
、
０
広
亘
三
業
と
い
う
三
つ
の
理
解
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
観
念
と
定
義
す
る
‐。
ま
た
、

「浄
土
二
部
経
」
の
な
か
に
は
称
名
本
願
の
文
は
見
え
な
い
が
、
視
念
本
願
は

『観
経
』
十
三
観
に
分
明
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
類
似
す
る
理
解
が
、
や
は
り
長
西
の
著
作
上
に
次
の
如
く
看
取
で
き
る
。
ま
ず

『散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、

念
仏
言
中
有
二三
業
念
仏
・。
開
レ之
時
或
云
二五
念
門
・或
云
二五
種
正
行
・也
。
而
又
分
ン之
観
仏
念
仏

二
也
。
今
閣
二観
仏
三
味
・

勧
二念
仏
三
味
・也
。
故
念
仏
言
広
　
経
二三
業
・亘
二定
散
・也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『宗
学
研
究
』
巻
一
六
。
一
五
五
頁
）

と
あ
り
、
念
仏
と
い
う
語
に
は
三
業
の
念
仏
と
い
う
定
義
の
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
旦
ハ体
的
に
は
、
こ
れ
を
開
示
す
る
と
五

念
門

・
五
正
行
と
な
る
が
、
さ
ら
に
分
け
れ
ば
観
仏
と
念
仏
と
の
二
義
に
分
類
で
き
る
と
し
、
「念
仏
」
の
語
は
広
義
で
あ
り
、
三

業
を
経
て
定
散
に
わ
た
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
ま
た

『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

以
二真
観
三
縁
之
釈
・准
ン彼
案
ン
之
、
今
人
能
念
仏
々
還
念

者
散
心
也
。
此
得
二三
業
・。
如
二真
身
観
日
常
称
念
等
・、
此
即
念
仏

三
味
為
宗
之
意
也
。
専
心
想
仏
々
知
人

者
、
此
得
二意
業
・辺
・。
如
二真
身
観
衆
生
憶
念
仏
等
・、
此
即
観
仏
三
味
為
宗
意
也
。
意

ハ
ク
　
　
　
　
′
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
′
　
ニ
　
リ
　
　
　
　
ニ
　
　
ル
ヲ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
イ
フ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′
　
ノ
　
　
　
ハ
　
　
　
ノ
　
　
　
ニ
ン
テ

云
、
本
願
乃
至
十
念
々
仏
中
亘
二三
業
・有
二定
散
念
仏
・釈
顕

也
。
余
処
称
我
名
号
等
　
者
、
此
三
業
中
散
称
本
願
正
意
、
往

生
正
業
偏
在
ン之
。
故
釈
二肝
要
・也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『宗
学
院
論
集
』
巻
九
一
。
二
〇
一
頁
下
）

と
あ
り
、
善
導

「定
善
義
」
の
三
縁
釈
を
通
し
て
念
仏
を
理
解
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
散
心
の
称
名
や
三
業
に
亘
る
理
解
、
な
ら

び
に
観
念
と
し
て
の
理
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、
『礼
讃
光
明
抄
』
の
説
示
と

一
致
し
て
く
る
。
ま
た
、
本
願
文
の

「乃
至
十
念
」

（『聖
典
全
書
』
巻
丁

二
五
頁
）
に
も
言
及
し
、
念
仏
は
三
業
に
亘
る
も
の
に
し
て
定
散
両
義
を
有
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
殊
に
散

心
の
称
名
念
仏
が
本
願
の
正
意

。
往
生
の
正
業
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

な
お
、
全
体
と
し
て
善
導
義
に
基
づ
い
て
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
散
心
の
称
名
念
仏
が
本
願
の
正
意

・
往
生
の
正
業
と
述
べ
る

上
で
も
、
『礼
讃
』
所
引
の

『大
経
』
の
文
で
あ
る

「称
我
名
号
」
（『聖
典
全
書
』
巻
一
。
九
五
八
頁
）
に
依
拠
し
た
説
示
で
あ
る
こ
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と
に
鑑
み
れ
ば
、
前
出
の

「二
部
経
中
称
名
本
願
文
未
ン見
ン之
」
の
如
き
、
「浄
土
二
部
経
」
に
称
名
本
願
を
見
出
せ
な
い
と
の
言

葉
も
自
ず
と
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
文
面
の
み
を
見
る
と
、
称
名
本
願
説
が
経
文
に
顕
ら
か
で
な
い
と
い
う
消
極
的
理
解
を
述

べ
て
い
る
よ
う
に
窺
え
る
が
、
註
釈
を
介
す
る
こ
と
で
、
未
顕
の
義
を
顕
ら
か
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
撲
者
の
姿
勢
を
看
取
で
き
る
。

実
際
、
長
西
撲
述
と
考
え
ら
れ
る

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
に
は
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

ネ
テ
　
ハ
ク
　
　
ラ
ニ
　
キ
テ
　
　
　
ト
　
　
　
ト
ノ
　
　
　
ヲ
　
　
テ
　
　
ト
　
　
　
ニ
　
ク
コ
ト
ニ
　
　
　
ノ
　
　
　
ヲ
　
　
ル
　
・
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
ハ
サ
ン
カ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ラ
　
ス

尋

云
、
故

引
二大
経
観
経

二
文
・為
ン首
、
共
説
二　
衆
生
之
証
・有
二何
意
・乎
。
答
。
為
ン顕
下
　
三
業
念
仏
中
口
業
称
名
為
ニ

本
願
正
意
・之
由
上
也
。
其
故
本
論
以
二観
念
・為
ン正
、
又
分
明
不
ン明
二称
名
・。
雖
レ爾

上
根

勧
二観
念
等
・、
下
根

可
ン勧
二称
名
・。

而

似
二　
面
観
念
為
フ正
、
裏

顕
二称
名
為
フ　
正
之
論
文
。
最
略
　
不
レ
委
　
住
文
広
釈
細
明
也
。
例

如
二善
導
観
念
法
門
・。

五
縁
中
釈
二
滅
罪
縁
・先
引
二下
三
品
・。
此
等
皆
顕
ニ
ミ
タ
本
願
往
生
正
業
・意
也
。
能
々
可
二思
択
・。

（『金
沢
文
庫
研
究
』
巻
三
四
一
・
四
二
頁
）
　

一

こ
こ
で
は
、
『往
生
論
註
』
に
お
い
て
殊
更
に

『大
経
』
『観
経
』
を
引
用
し
て
衆
生
の
証
果
を
説
く
理
由
を
問
い
、
三
業
に
わ
た
る
　
７０

念
仏
の
な
か
、
日
業
の
称
名
が
本
願
の
正
意
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
た
め
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
次
い
で
、
本
論
す
な
わ
ち

『浄

　

一

土
論
』
に
は
表
面
的
に
は
観
念
を
正
義
と
し
て
称
名
を
明
か
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
内
面
的
に
は
称
名
が
正
義
で
あ
る
こ

と
を
顕
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
本
論
の
表
面
上
か
ら
は
不
明
瞭
で
あ
る
義
を
、
註
釈
を
通
す
こ
と
で
顕

在
化
さ
せ
よ
う
と
の
意
図
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
そ
の
説
示
は

一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
念
仏
が
観
称
に
通
じ
、
そ
の
な
か
で
も
称
名
念
仏
を
本
願
の
正
意

・
正
業
と
す
る
理
解
に
関
連
し
て
、
『散
善
義
光
明
抄
』

に
次
の
如
き
説
示
を
見
て
取
れ
る
。

但
至
二
定
散
者
弘
願
外
要
門
也
称
名
正
弘
願
法
体
也
等
之
難
・者
、
此
粽̈
不
ン爾
欺
。
披
二閲
　
解
釈
次
第
・有
二総
別
意
・欺
。
先

／
釈
二
弥
陀
本
誓
願
極
楽
之
要
門
定
散
等
廻
向
等
・、
此
本
誓
願
者
往
生
強
縁
也
、
定
散
者
去
行
也
、
此
即
総
也
。
次
釈
二　
一
向
専

念
等
・者
、
於
二定
散
去
行
中
・諸
行
傍
也
、
因
蝙
也
。
念
仏
者
正
也
、
直
弁
也
。
於
二此
中
・観
念
等
助
業
也
、
称
名
定
業
也
。
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故
別

以
二正
定
業
・云
こ
一
向
専
念
等
・也
。
比
即
与
奪
意
也
。
如
ン此
等
与
奪
傍
正
意
、
世
間
出
世
間
常
習
也
。

（『宗
学
研
究
』
巻

一
六

。
一
二
九
頁
、
※
巻
三
／
四
。
一
二
丁
左
）

す
な
わ
ち
、
定
散
の
去
行
の
な
か
、
念
仏
は
正
因
で
あ
り
直
弁
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
観
念
を
助
業
、
称
名
を
正
定
業
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
も
共
通
し
て
い
る
と
見
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

０
造
罪
退
失

。
心
不
退
釈

『礼
讃
光
明
抄
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
説
示
も
見
ら
れ
る
。

ネ
テ

　

ハ
ク
　
　
ス
ル
　
　
　
ノ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
ニ
　

ニ
　

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
ハ
　

フ
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
フ
　
　
　
キ
テ

　

ニ
　

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
ノ

尋

云
、
釈
二三
心
当
体
・之
処
既
云
二自
造
罪
退
失
・、
今
云
二心
不
退
・、
相
違
如
何
。
答
。
付
ン之
有
二三
解
・。　
一　
凡
夫
光
触
異
、

謂

約
二凡
夫
過
・云
二造
罪
退
失
・、
几
夫
退
位
　
故
。
約
二光
触
徳
・云
二心
不
退
・、
仏
力
冥
加
　
故
。
二

定
書
散
善
異
、
謂

約
ニ

ノ
　
ニ
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
ル
カ
　
　
　
ラ
　
　
ニ
　
　
　
シ
テ
　
　
　
ノ
　
ニ
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
ニ
　
　
　
ニ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ハ
ク
　
シ
テ
　
　
　
　
　
ノ

定
心
徳
・云
二心
不
退
・、
悟
二元
生
・故
。
約
二散
心
失
・云
二造
罪
退
失
・、
未
ン得
二元
生
・故
。
一二
諸
行
念
仏
異
、
謂

約
二上
六
品
　
二

余
行
・云
二造
罪
失
・、
余
行
元
二摂
取
不
捨
益
・故
。
約
二念
仏
・云
二心
不
退
・、
観
称
共
有
二摂
取
不
拾
益
・故
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
７１

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
・
二
四
丁
左
）
　
　
一

こ
こ
で
は
三
心
の
当
体
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り

「自
造
罪
退
失
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「心
不
退
」
と
の
相
違
は
如
何
な
る
も
の
か

と
い
う
問
い
に
対
し
、
●
几
夫
光
触
異
、
②
定
善
散
善
異
、
０
諸
行
念
仏
異
と
い
う
三
解
を
挙
げ
て
い
る
。
如
上
の
見
解
に
つ
い
て
、

『散
善
義
光
明
抄
』
に
同
様
の
も
の
を
看
取
で
き
る
。

ネ
テ
　
ハ
ク
　
　
シ
　
ハ
ハ
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ヘ
ル
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
フ
　
　
　
ニ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
キ
テ
　
ニ
　
リ

尋

云
、
若
云
二已
行
退
・者
、
礼
讃
云
二
蒙
光
漑
者
心
不
退
・相
違
如
何
。
蝙
。
共
二
師
解
釈
也
。
不
二蝙
相
違
・。
付
ン之
有
二三

解
・。　
一　
凡
夫
光
触
異
、
謂

及
自
造
罪
退
失

者
約
二凡
夫
過
・、
是
退
位
　
故
。
心
不
退

者
約
二光
触
徳
・、
仏
力
冥
加
　
故
。

ニ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ハ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

ハ
　
　

　

ス
　
　
　
　
ノ

　

ニ
　
　
　

　
　

ハ
　
　
　

ナ
ル
カ

　

ニ
　
　
　
　
　
　
　
ト

ハ
　

　

　

ス
　
　

　
　

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル
カ

　

ニ
　

　

　

ニ
ハ

ニ

散
善
定
善
異
、
謂

及
自
造
罪
退
失

者
約
二散
心
過
・、
九
品
散
善
　
故
。
心
不
退

者
約
二定
心
・、
十
二
定
善
　
故
。
三

諸

′
　
　
　
　
　
ハ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ハ
　
　
　
ス
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
ハ
　
キ
カ
　
　
　
′
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ト
ハ
　
　
　
ス
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ニ
　
ル
カ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ニ

行
念
仏
異
、
謂

及
自
造
罪
退
失

者
約
二余
行
・、
晰
躙
一無
二摂
取
益
・故
。
心
不
退

者
約
二念
仏
・、
隋
隋
定
散
共
有
二摂
取
益
・故
。

（『宗
学
研
究
』
巻

一
五

。
一
〇
〇
頁
　
※
巻

一
六
。
二
〇
丁
右
）
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左
の
如
く
両
説
を
対
照
す
れ
ば
、
そ
の

一
致
は

一
目
瞭
然
で
あ
る

（対
照
の
便
宜
上
、
訓
点
お
よ
び
句
読
点
は
省
略
し
、
適
宜
改
行
や
傍

線
処
理
を
施
し
た
）。

『礼
讃
光
明
抄
』

尋
云
釈
三
心
当
体
之
処
既
云
自
造
罪
退
失
今
云
心
不
退
相
違
如
何

答
付
之
有
三
解

一
凡
夫
光
触
異
謂
約
几
夫
過
云
造
罪
退
失
几
夫
退
位
故
約
光
触
徳

云
心
不
退
仏
力
冥
加
故

二
定
善
散
善
異
謂
約
定
心
徳
云
心
不
退
悟
元
生
故
約
散
心
失
云
造

罪
退
失
未
得
元
生
故

三
諸
行
念
仏
異
謂
約
上
六
品
余
行
云
造
罪
失
余
行
元
摂
取
不
捨
益

故
約
念
仏
云
心
不
退
観
称
共
有
摂
取
不
捨
益
故

『散
善
義
光
明
抄
』

尋
云
若
云
己
行
退
者
礼
讃
云
蒙
光
触
者
心
不
退
相
違
如
何

答
共

一
師
解
釈
也
不
□
相
違
付
之
有
三
解

一
几
夫
光
触
異
謂
及
自
造
罪
退
失
者
約
几
夫
過
是
退
位
故
心
不
退

者
約
光
触
徳
仏
力
冥
加
故

二
散
善
定
善
異
謂
及
自
造
罪
退
失
者
約
散
心
過
九
品
散
善
故
心
不

退
者
約
定
心
十
二
定
善
故
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

三
諸
行
念
仏
異
謂
及
自
造
罪
退
失
者
約
余
行
々
々
無
摂
取
益
故
心
　
７２

利
倒
者
′ヽ′‐刻
川
］
々
々
定
散
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
こ
は
引
用
で
は
な
く
自
説
を
述
べ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
も
は
や
同
文
と
言

っ
て
大
過
な
い
。
こ
の
点
よ
り
、
撰
者
が
同

一
人

で
あ
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

如
上
、
『礼
讃
光
明
抄
』
の
説
示
を
他
の
長
西
撲
述
書
と
比
較
し
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
そ
の
特
徴
的
説
示
が
合
致
す
る
。
そ
の

上
で

「光
明
抄
」
と
の
標
題
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
本
書
は
長
西
が
撰
述
し
た

〈浄
土
疑
芥
〉
に
お
け
る

『礼
讃
』
註
釈
書
と
断
定

で
き
よ
う
。
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四

『
礼
讃
光
明
抄
』
が
持
つ
種
々
の
可
能
性

前
項
の
検
討
で
、
本
書
が
長
西
撲
述
に
な
る

『礼
讃
』
註
釈
書

（〈浄
土
疑
芥
〉
に
合
ま
れ
る

一
書
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
本
項
で
は
、
現
状
で
考
え
得
る
本
書
が
持
つ
可
能
性
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

０
九
品
寺
流
研
究

本
書
の
本
文
中
に
は
、
「私
云
」
と
い
う
私
解
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
私
解
も
他
の
長
西
撰
述
書
と
同
様
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
現
存
す
る

〈
浄
土
疑
芥
〉
で
は
撰
号
を
有
し
て
い
る
場
合
、
直
下
に
割
註
が
施
さ
れ
、
そ
の
な
か
に

Ｄ

「私
解
」
の
一
語
が
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
『法
事
讃
疑
芥
』
巻

一
で
あ
れ
ば

「欣
浄
沙
門
長
西
録
轄
旭
枷
腰
書
之

」
と
あ
る
如

　

一

く
で
あ
る
。
実
際
、
〈浄
土
疑
芥
〉
本
文
中
に
は
、
処
々
に

「私
云
」
と
し
て
私
釈
を
述
べ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「私
　
７３

解
」
が
こ
の
私
釈
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
「私
」
が
誰
を
指
す
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
私
釈
に
つ
い
て
、　
　
一

岸
章
二
氏
は
種
々
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
た
上
で

「幾
多
の

『光
明
抄
』
は
思
想
と
し
て
長
西
の
日
述
を
弟
子
阿
弥
陀
房
が
受
け

こ
れ
に
私
解
を
加
へ
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
…
…
私
云
と
い
ふ
私
料
簡
の
一
段
は
細
註
の
私
解
に
応
じ
て
阿
弥
陀
房
の
主
張

⑫

と
な
る
」
（前
掲
稿
一
七
一
頁
）
と
指
摘
し
、
今
日
ま
で
こ
の
説
に
異
を
唱
え
た
研
究
は
な
い
。
よ
っ
て
、
同
様
の
体
裁
を
と
る
本
書

の
私
解
も
、
阿
弥
陀
房
説
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
、
そ
の
上
で
私
解
に
注
目
す
る
と
、
直
前
ま
で
述
べ
て
き
た
義
、
す
な
わ
ち
長
西

義
に
対
し
て
、
「
（此
義
）
不
爾
号
と
述
べ
る
否
定
的
な
見
解
も
多
く
見
ら
れ
、
阿
弥
陀
房
の
教
学
を
知
る
上
で
も
、
長
西
と
門
弟
と

の
関
係
を
窺
う
上
で
も
、
大
変
に
意
義
深
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
九
品
寺
流
は
早
く
に
相
伝
を
断
絶
す
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る

が
、
筆
者
は
長
西
教
義
と
長
西
門
弟
教
義
と
の
乖
離
が
一
因
に
あ
る
と
推
察
す
る
た
め‐
、
流
義
廃
退
の
理
由
を
探
る
上
で
も
本
書
は

貴
重
な
史
料
と
な
り
得
る
と
考
え
る
。
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０
良
忠

へ
の
影
響

長
西
と
良
忠
が
直
接
対
峙
し
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
活
躍
し
た
時
期
は
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、

良
忠
門
弟
の
良
心

（
一
二
六
二
―

一
三
二
三
）
が
著
し
た

『授
手
印
決
答
受
決
砂
』
に
、

伝
通
記
筆
執
者
性
心
也
。
余
人
談
二長
西
等
余
流
抄
物
・、
及
引
二要
要
経
論
章
疏
文
・。
　

　

（『浄
全
』
巻

一
〇

・
八
八
頁
上
―
下
）

と
伝
え
ら
れ
る
点
で
、
良
忠
が

『観
経
疏
伝
通
記
』
を
執
筆
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
長
西
等
の
浄
土
異
流
の
著
作
を
参
照
し
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
良
忠
を
合
め
た
鎮
西
義
の
人
師
の
著
作
に
は
、
長
西
お
よ
び
長
西
門
流

へ
の
言
及
が
多
く
見
ら

れ
、
批
判
的
な
内
容
も
少
な
く
な
い
。　
一
方
で
、
良
忠
の
思
想
基
盤
に
は
長
西
教
義
が
あ
り
、
良
忠
と
長
西
は
共
通
す
る
面
を
有
す

⑩

る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
に
つ
い
て
は
当
初
、
『授
手
印
決
答
受
決
砂
』
の
記
述
に
倣
い
、
善
導

『観
経
疏
』
註
釈

の
上
で
語
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
筆
者
が
検
討
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
『法
事
讃
』
理
解
に
お
い
て
も
、
長
西
の

『法
事
讃
疑
芥
」

④

か
ら
良
忠
の

『法
事
讃
私
記
』
へ
の
影
響
を
看
取
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
『礼
讃
』
註
釈
に
お
い
て
も
、
同

様
に
長
西
の

『礼
讃
光
明
抄
』
か
ら
良
忠
の

『礼
讃
私
記
』
へ
の
影
響
を
指
摘
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
、
以
下
に

一
例

を
示
し
て
み
よ
う

（対
照
の
便
宜
上
、
訓
点
お
よ
び
句
読
点
は
省
略
し
、
適
宜
改
行
や
傍
線
等
の
処
理
を
施
し
た
）。

同
皿

『礼
讃
光
明
抄
』
（五
丁
右
―
左
）

自
策
自
励
等
事
　
疑
云
策
与
励
有
何
別
欺
答
策
身
励
心
也

回
剃
刊
割
‐動
州
【
剣
創
等
事
　
疑
云
劃
既
州
回
畢
又
今
何
ョ
列
願

欺
答
上
別
今
総
也

『礼
讃
私
記
』
（『浄
全
』
巻
四
・
二
九
二
頁
上
）

自
策
等
者
策
身
励
心
也
　
説
此
儡
已
等
者
心
念
此
文
日
唱
此
文

願
弟
子
等
者
間
上
有
発
願
重
発
何
故
答
上
別
今
総
発
願
最
要
故
重

発
願
此
文
出
在
智
者
大
師
発
願
之
文
徹
教
」
…
…

初
中
八
…
…
四
心
不
失
念
朦
味
不
知
境
如
云
知
苦
失
念
転
教
口
称
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又
顛
倒
与
錯
乱
有
何
別
欺
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

玲

　

　

　

　

　

　

一 又
縁
境
不
正
名
失
念
団
日
円日
日
劇
『釧
『剖
『側
『馴
硼
馴
判
Ⅶ̈
馴
『剣
『馴
側
「利
剣
＝

者
元
記
也

当
該
箇
所
は
、
日
没
讃
無
常
偶
の

「自
策
自
励
求
常
住
」
（『聖
典
全
書
』
巻

一
・
九
二
二
頁
）
な
ら
び
に
、
「願
弟
子
等
…
…
発
願
已

至
心
帰
命
阿
弥
陀
仏
」
（同
前
）
を
解
釈
す
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず

「自
策
自
励
」
を

「身
を
策
し
て
心
を
励
ま
す
」
と
解
釈
す
る

点
に
共
通
点
を
見
出
せ
る
。
次
に

「願
弟
子
等
」
の

一
段
に
つ
い
て
、
「前
に
発
願
し
て
い
な
が
ら
重
ね
て
発
願
す
る
の
は
何
故
か
」

．

と
の
間
を
立
て
、
「前
は
別
の
発
願
、
今
は
総
の
発
願
で
あ
る
」
と
答
え
る
点
も

一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
管
見
の
限
り
こ
の

両
書
に
し
か
見
ら
れ
な
い
文
言
で
あ
り
、
両
書
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
。
以
降
、
良
忠
は
長
西
に
比
し
て
詳
細
に
解
釈
を
施
し
て
い
く

点
は
異
な
る
が
、
「心
不
顛
倒
」
「心
不
錯
乱
」
「心
不
失
念
」
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
「或
人
云
」
と
し
て
一
説
せ
紹
介
し
て
い
る
　
　
一

点
は
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
の
対
照
を
見
れ
ば
、
こ
の
義
が
長
西
の
説
示
で
あ
る
こ
と
は
明
自
で
あ
る
。
そ
し
て
、
管
見
　
７５

の
限
り
他
の
典
籍
に
同
文
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
良
忠
は
確
実
に
長
西
の

『礼
讃
光
明
抄
』
を
披
閲
し
な
が
ら

『礼
　
　
一

讃
私
記
』
を
撰
述
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
な
お
、
『礼
讃
聞
書
』
（二
〇
丁
左
）
に
も

「顛
倒
錯
乱
事
」
の
一
段
を
設
け
、
『礼

讃
私
記
』
と
は
異
な
る
解
釈
が
詳
細
に
施
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
が
、
長
西
の
説
示
か
ら
の
影
響
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

同
皿

『礼
讃
光
明
抄
』
（四
丁
左
）

又
此
三
帰
者
為
引
経
論
証
為
私
解
釈
欺

答
六
時
礼
懺
儀
経
云
付
切
可
精
側
ド
帰
仏
得
菩
提
道
心
常
不
退
ル
サ

ナ
因
帰
法
サ
ハ
若
得
大
総
持
門
ル
サ
ナ
因
帰
僧
息
論
論
同
入
和
合

『礼
讃
私
記
』
（『浄
全
』
巻
四
・
二
九
二
頁
下
）

礼
懺
已

一
切
等
者
三
礼
也

此
文
出
六
時
礼
懺
儀
経
駄
制
利
続
υ
彼
文

慮
合
那
因
帰
法
薩
般
若
得
大
総
持
門
慮
合
那
因
帰
信
息
議
論
同
入
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海
ル
サ
ナ
因
文

已
上
三
帰
智
者
大
師
在
国
清
寺
玉
泉
寺
出
此
文
浄
土
礼
文
引
導
之

釈
也

刺
目
¶
酬
エ

此
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
刊
湘
一刈

当
該
箇
所
は
、
日
没
讃

「
帰
仏
得
菩
提
…
…
同
入
和
合
海
」
（『聖
典
全
書
』
巻

一
。
九
二
一
―
九
二
二
頁
）
を
註
釈
す
る
箇
所
で
あ
る
。

両
書
と
も
偶
文
の
出
拠
に
言
及
し
て
い
る
が
、
出
典
名
や
引
文
な
ら
び
に
註
釈
文
の
内
容
ま
で

一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
は
本
来
、
灌

項

（五
六

一
―
六
三
二
）
の

『国
清
百
録
』
巻

一
所
収

「普
礼
法
第
二
」
に

「普
礼
二十
方
三
世
諸
仏
・。
帰
二法
薩
婆
若
・入
二大
総
持

門
・慮
合
那

仏
。
普
礼
二十
方
三
世
諸
仏
・。
帰
二僧
息
二
静
論
・入
二大
和
合
海
・慮
合
那
仏
」
（『大
正
蔵
』
巻
四
六
・
七
九
五
頁
中
）
と

あ
る
の
が
出
拠
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『国
清
百
録
』
の
異
名
で
あ
る
か
定
か
で
は
な
い
が
、
「
六
時
礼
懺
儀
経
」
な
る
典
籍
名

を
出
拠
と
し
て
挙
げ
、
『国
清
百
録
』
で

「慮
舎
那
仏
」
と
あ
る
の
を

「慮
舎
那
因
」
と
す
る
引
用
方
法
ま
で

一
致
し
て
い
る
。
管

見
の
限
り
、
「六
時
礼
懺
儀
経
」
な
る
経
典
は
確
認
で
き
ず
、
し
か
も
そ
の
名
を
用
い
て
引
用
を
す
る
の
は
こ
の
二
書
の
み
で
あ
る

と
い
う
特
異
性
も
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
引
文
に
続
い
て
述
べ
ら
れ
る

一
文
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
か
ら
、
良
忠
は

『礼
讃
光
明
抄
』

を
転
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
な
お
、
『礼
讃
聞
書
』
（二
〇
丁
右
）
に
も

「薩
婆
若
総
持
門
事
」
と
の
見
出
し
を
立
て
て

註
釈
を
施
し
て
い
る
が
、
薩
婆
若
お
よ
び
総
持
門
の
語
義
解
釈
が
述
べ
ら
れ
る
に
留
ま

っ
て
い
る
。

同
ロ

『礼
讃
光
明
抄
』
（二
三
丁
右
）

又
三
味
元
為
即
涅
槃
義
如
何
答
成
正
受
位
元
所
作
云
元
為
也
受
定

刻
賽
飛
調
調
測
鋼
也
測
鋼
州
翻
常
楽
也
到
刻
釈
封
涅
槃
有
大
中
小

所
謂
魚
注
水
鳥
遊
林
皆
涅
槃
也

『礼
讃
私
記
』
（『浄
全
』
巻
四
。
四
一
五
頁
下
）

ョ
州
矧
利
生
者
　
　
　
　
　
故
到
劉
國
∃
劃
悧
「
日
珂
測
剰

此
云
安
楽
亦
云
常
楽
故
章
安
云
魚
住
水
鳥
遊
林
皆
涅
槃
也
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当
該
箇
所
は
、
日
中
讃

「三
味
無
為
即
涅
槃
」
（『聖
典
全
書
』
巻
一
。
九
四
七
頁
）
を
註
釈
す
る
箇
所
で
あ
る
が
、　
一
見
し
て
両
書
と

も
註
釈
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
わ
ず
か
に
相
異
す
る
箇
所
も
存
す
る
が
、
順
番
の
前
後
や
表
現
の
相
異
で
あ
っ
て
、

②

意
味
は
全
く
同
じ
と
言
え
る
。
こ
の
う
ち
、
最
後
に

「章
安

（釈
）
云
」
と
し
て
文
を
引
用
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
章
安
こ
と
灌
項
の
典
籍
に
こ
れ
ら
の
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
『往
生
礼
讃
私
記
冠
註
』
に
は

「章
安
云
　
涅
槃
玄
義

（上

巻
）
取
意
」
（『浄
全
』
巻
四
。
四
二
八
頁
中
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
『涅
槃
経
玄
義
』
巻
上
の
「秋
水
卒
至
河
伯
欣
然
魚
鼈
瞼
唱
歎
沫

戯
沼
。
如
是
安
楽
亦
名
涅
槃
」
（『大
正
蔵
』
巻
三
八

・
三
頁
下
）
を
取
意
し
た
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
取
意
文
に
つ
い
て
、

「涅
槃
有
大
中
小
」
と
の

一
文
は
長
西
だ
け
が
引
用
し
て
い
る
と
い
う
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
後
半
の
文
言
は
良
忠
以
降
の
鎮
西
義

の
人
師
に
散
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
、
長
西

。
良
忠
に
先
行
す
る
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
文
で
あ
る
か
ら
、

長
西
が
取
意
し
た
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
と
同
文
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
こ
の
一
段
に
お
い
て
も
良
忠
が
　
　
一

『礼
讃
光
明
抄
』
を
孫
引
き
し
た
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
『礼
讃
聞
書
』
（三
六
丁
左
）
に
も

「三
味
無
為
即
涅

　

７７

槃
事
」
と
の
見
出
し
を
立
て
て
註
釈
を
施
し
て
い
る
が
、
『礼
讃
私
記
』
と
は
視
座
の
異
な
る
解
釈
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
長
西
の
　
　
一

影
響
を
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

同
皿

『礼
讃
光
明
抄
』
（二
六
丁
左
）

疑
云
転
蓬
者
何
等
欺

答
車
名
也
天
台
玄
義
云
蜘
蛛
引
羅
糸
是
学
結
網
蓬
飛
廻
庭
依
之
造

車
神
皇
帝
浮

一
葉
見
造
船
尖
仲
見
転
飛
蓬
末
造
車
故
云
転
蓬
也
文

淮
南
子
聖
人
観
転
蓬
而
為
車
也
文

管
子
日
元
儀
法
註
或
飛
揺
而
元
所
定
謂
之
飛
蓬
也
文

『礼
讃
私
記
』
（『浄
全
』
巻
四

。
四
一
六
頁
下
）

転
蓬
者

刹
．異
劉
Ｊ
漂
轟
一Ｊ
劇
∃
劇
劉
慰
綺
邪
一利
学
慰
網
翻
因
刷
綿
働
州
『
召
一到

劇
州
農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々

淮
南
子
云
聖
人
観
転
蓬
而
為
車
也
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当
該
箇
所
は
、
日
中
讃

「法
界
傾
揺
如
転
蓬
」
（『聖
典
全
書
』
巻
一
。
九
五
一
頁
）
の

「転
蓬
」
を
註
釈
す
る
箇
所
で
あ
る
。
両
書
と

も
引
用
を
も
っ
て
註
釈
に
置
き
換
え
て
い
る
が
、
対
照
す
れ
ば

一
目
瞭
然
、
表
現
や
漢
字
が
前
後
す
る
等
の
相
異
は
あ
る
も
の
の
、

そ
の
引
文
は
明
ら
か
に
一
致
し
て
い
る
。
註
釈
す
る
上
で
こ
の
よ
う
に
引
文
が
重
複
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
当
引

文
は

『法
華
玄
義
』
巻
七
下

「如
蛛
羅
引
糸
、
倣
之
結
網
、
蓬
飛
独
運
依
而
造
車
、
浮
桂
汎
流
而
立
舟
、
鳥
跡
成
文
而
写
字
。
皆
法

理
而
制
事
耳
」
（『大
正
蔵
』
巻
三
二
・
七
七
一
頁
下
）
の
取
意
文
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
長
西
に
先
行
す
る
典
籍
に
同
文
は
確
認
で
き

な
い
。
す
な
わ
ち
、
長
西
独
自
の
引
用
文
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
加
祐

（―
一
六
六
一
―
）

の

『往
生
礼
讃
私
記
拾
遺
抄
』
に
は
次
の
如
き
興
味
深
い
記
述
が
確
認
で
き
る
。

法
華
玄
義
等

者
、
天
台
妙
玄
第
七
云
、
如
二蜘
蛛
羅
引
ン糸
、
倣
ン之
結
ン網
、
蓬
飛

独
運

依

而
造
ン車
、
浮
査
汎
ン流
依

而

立テ
ンル
、
鳥
跡ノ
成
ス
」文
フ

拠
ァ而

写
スゎ

字
ヲ。

皆
法りけ
理二而
極

義̈
耳卜。
工
劇賜
・‐一
一却
Л引
Ａ‐っ
「凛
疏̈
引̈
¨̈
劇
・‐キ‐ｖ‐ａ
副
「司
甚‐夕丸
一相
＝
一中
∃
一一
‐訛
）計
”レ‐「ル
刹
「

個
鳳
〕「判
一
夕”酬
「‐
翻静
「相馴
コ可”劇
嗣別
「‐悧乱一Ｆ「剛コ凰黎Ｈ∃司
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『浄
全
』
巻
四
・
五
二
四
頁
上
）

当
該
引
文
に
つ
い
て
、
『法
幸
玄
義
』
原
文
と

『礼
讃
私
記
』
所
引
の
文
と
の
相
異
が
甚
だ
大
き
い
こ
と
か
ら
、
他
人
が
制
作
し
た

『法
華
玄
義
』
の
文
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
良
忠
の
取
意
文
で
あ
る
か
検
討
す
べ
き
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『礼
讃
光

明
抄
』
と

『礼
讃
私
記
』
の
成
立
順
か
ら
考
え
て
、
良
忠
の
取
意
文
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
良
忠
が

『礼
讃
光
明

抄
』
を
転
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
『法
華
玄
義
』
に
続
け
て

『淮
南
子
』
を
引
用
す
る
ス
タ
イ
ル
も
、
長
西
に

依
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
『礼
讃
聞
書
』
（二
九
丁
右
）
に
も
、
「如
転
蓬
事
」
と
の
見
出
し
を
立
て
て
註
釈
を
施
し

て
い
る
が
、
わ
ず
か
一
言
、
喩
で
あ
る
旨
を
述
べ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

如
上
、
良
忠
が

「或
人
」
と
し
て
引
用
す
る
文
言
が
一
致
を
見
せ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
当
時
と
し
て
は
他
に
類
例
を
見
な
い
特

徴
を
有
す
る
文
言
で
も

一
致
し
て
い
る
点
か
ら
、
良
忠
が

『礼
讃
私
記
』
を
撲
述
す
る
に
あ
た
っ
て
、
長
西
の

『礼
讃
光
明
抄
』
を

参
照
し
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
同
時
に
、
『礼
讃
聞
書
』
と
の
成
立
前
後
に
関
し
て
、
『礼
讃
私
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記
』
と

一
致
を
見
せ
て
い
た
箇
所
で
も

『礼
讃
聞
書
』
で
は

一
切
の
影
響
を
看
取
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
『礼
讃
聞
書
』
の
成
立
は

『礼
讃
光
明
抄
』
に
先
行
す
る
と
見
る
の
が
隠
当
な
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
は
別
の
機
会
に
詳
細
に
検
討
し
た
い
。

小
　
結

以
上
、
『礼
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
二
三
の
検
討
を
加
え
て
き
た
。
小
論
の
要
点
を
纏
め
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

『礼
讃
光
明
抄
』
は
、
成
立
時
期
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
時
、
『礼
讃
』
註
釈
史
上
最
古
級
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
変
に
貴
重
な

典
籍
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
題
号
等
に
依
拠
し
て
撰
者
を
長
西
と
推
定
し
、
そ
の
重
要
性
は
指
摘
さ
れ
な

が
ら
も
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
他
の
長
西
撲
述
書
と
説
示
内
容
を
比
較
し
　
　
一

て
み
た
と
こ
ろ
、
同

一
人
に
よ
る
撲
述
と
比
定
す
る
に
十
分
な

一
致
を
確
認
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
は
本
書
の
撲
者
を
長
西
　
７９

と
断
定
す
る
。
そ
し
て
、
撲
者
を
長
西
と
確
定
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
本
書
に
見
ら
れ
る
私
解
は
、
他
の

〈浄
土
疑
芥
〉
同
様
に
長

　

一

西
門
弟
の
阿
弥
陀
房
説
と
比
定
で
き
る
。
よ
っ
て
、
本
書
は
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
九
品
寺
流
の
教
学
や
相
伝
を
窺
っ
て

い
く
上
で
、
重
要
な
史
料
と
な
る
。
ま
た
、
良
忠
の

『礼
讃
私
記
』
へ
の
影
響
を
看
取
で
き
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
専
修
念
仏
教
団

に
お
け
る
人
師

・
門
流
間
の
思
想
交
渉
な
ど
、
中
世
浄
土
教
研
究
に
も
大
き
く
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

Ｄ

な
お
、
『礼
讃
光
明
抄
』
の
本
文
翻
刻
ば
、
別
稿
に
て
報
告
す
る＜
。

請
求
番
号

¨
九
四
―
三
。

【引
文
凡
例
】
①
旧
字
は
新
字
に
、
異
体
字
は
通
行
体
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
。
②
原
文
に
は
筆
者
の
訓
み
に
し
た
が
っ
て
訓
点
お
よ

び
句
読
点
を
付
し
た
。
③
隠
滅
箇
所
は
文
字
数
分
の

「□
」
で
示
し
た
。
④
既
翻
刻
文
献
を
原
本
と
照
合
し
て
誤
字
の
発
見
や
未
読
字
が

② ① 註
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解
読
で
き
た
場
合
、
発
表
者
読
替
字

・
解
読
字
に
改
め
た
上
で
網
掛
け
表
記
し
、
出
拠
に
原
本
の
丁
数
を
併
記
し
た
。

③
　
一
六
丁
に
は
、
「八
梵
者
是
八
解
脱
也
」
か
ら
始
ま
る
八
行
に
亘
る
文
言
を
確
認
で
き
る
が
、
次
の
問
題
を
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

①
直
前
ま
で
の
文
章
と
つ
な
が
ら
な
い
上
に
所
釈
の

「八
梵
」
は

『礼
讃
』
不
出
の
文
言
で
あ
る
こ
と
、
②
直
前
ま
で
の
文
章
は

一
七
丁

に
つ
な
が
る
こ
と
、
③
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
こ
と
、
④
裏
打
ち
の
紙
と
原
紙
の
サ
イ
ズ
が
合

っ
て
い
な
い
こ
と
、
と
い
う
四
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
に
鑑
み
れ
ば
、　
一
六
丁
は
修
理
の
際
に
混
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
厳
密
に
は
全
二

一
丁

（巻
二
…

一
三
丁
、

巻
三
…

一
八
丁
）
と
言
え
る
。

④
　
法
量
は
筆
者
の
採
寸
に
よ
る
。
な
お
、
『称
名
寺
聖
教
目
録
』

一
〇
五
頁
に
は
、
縦
寸
が

〓
二
・
六
糎
、
横
寸
が
二
〇

・
七
糎
と
あ
る

が
、
横
寸
は
採
寸
方
法
等
に
よ
る
誤
差
の
範
囲
と
し
て
も
、
縦
寸
は
誤
記
で
あ
ろ
う
。

⑤
　
『浄
土
宗
大
辞
典
』
巻

一

（山
喜
房
仏
書
林
、　
一
九
七
四
年
）

一
六
三
頁
に
は
次
の
如
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

一
二
七
六
年

（建
治
二
）
ご
ろ
京
洛
滞
在
中
に

『法
事
讃
』
『観
念
法
門
』
の
私
記
と
と
も
に
こ
の
書
も
撲
述
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
が
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
具
疏
相
互
の
譲
釈
か
ら
見
て
、
こ
の
書
が

『法
事
讃
』
『般
舟
讃
』
の
両
私
記
よ
り
先
の
著
作
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥
　
『新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
（浄
土
宗
、
二
〇

一
六
年
）

一
七
六
頁
。　

　
　
　
　
　
　
　
ヽ

⑦
　
請
求
番
号

¨
九
六
―

一
。
　
・

③
　
四
六
丁
左
。

⑨
　
請
求
番
号

¨
九
八
―
二

（序
分
義
）、
九
八
―
八

。
一
～
三

（定
善
義
）、
九
八
―
九

。
一
～
三

（玄
義
分
）
。

⑩
　
廣
川
尭
敏

「金
沢
文
庫
本

『観
経
疏
聞
書
』
と

『光
明
抄
』
―
良
忠
教
学
の
思
想
基
盤
―
」
（『浄
土
宗
学
研
究
』
巻

一
八
、　
一
九
九
二

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑪
　
『法
事
讃
疑
芥
』
に
つ
い
て
は
、
赤
松
信
映

・
西
村
慶
哉

・
佐
竹
真
城

「〈共
同
研
究
〉
称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
朗
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）
―
概
要
と
巻

一
翻
刻
―
」
（『宗
学
院
論
集
』
巻
九

一
、
二
〇

一
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑫
　
「竪
」
は

「堅
」
の
写
誤
か
？

「竪
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

⑬
　
こ
こ
で
詳
釈
を

「定
善
義
抄
」
に
譲

っ
て
い
る
こ
と
は

一
考
を
要
す
る
。
撲
者
が
長
西
で
あ
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く

『観
経
疏
光
明

抄
』
の
な
か

『定
善
義
光
明
抄
』
に
該
当
す
る
と
推
察
す
る
が
、
金
沢
文
庫
管
理
の
称
名
寺
聖
教
の
一
つ
で
あ
る

『観
経
疏
光
明
抄
』
は

残
欠
本
で
あ
り
、
遺
憾
な
が
ら

『定
善
義
光
明
抄
』
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
よ

っ
て
確
認
す
る
術
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
が
、
『散
善
義
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称名寺聖教『往生礼讃光明抄」について

光
明
抄
』
に
は

「委
註
疑
芥
在
」
（『宗
学
研
究
』
巻

一
四

。
一
六
六
頁
）
や

「具
有
註
論
抄
也
」
（『宗
学
研
究
』
巻

一
六

。
一
三

一
頁
）

な
ど
、
長
西
は
委
細
な
解
釈
が
別
書
に
あ
る
場
合
に
著
作
間
で
の
連
絡
を
図
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
当
該
箇
所
も
注
意
を
払
っ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑭
　
『浄
土
論
注
要
文
抄
』
に
つ
い
て
は
、
「金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
」
（『真
宗
研
究
』
巻
五
六
、
二
〇

一
二
年
）
。

「金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
撲
者
考
」
（『岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
巻

一
二
、
二
〇

一
二
年
）
。
「称
名
寺

聖
教

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
（仮
題
）
に
つ
い
て

（
一
）
―
概
要
と
上
巻
翻
刻
―
」
（『金
沢
文
庫
研
究
』
巻
三
四
〇
、
二
〇

一
八
年
）
。

「称
名
寺
聖
教

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
（仮
題
）
に
つ
い
て

（二
）
―
下
巻
翻
刻
―
」
（『金
沢
文
庫
研
究
』
巻
三
四

一
、
二
〇

一
八
年
）

等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑮
　
こ
の
理
解
は
前
に
引
用
し
た

『散
善
義
光
明
抄
』
（『宗
学
研
究
』
巻

一
四

。
一
八
〇
頁
）
に
も
示
さ
れ
る
。

⑮
　
『宗
学
院
論
集
』
巻
九

一
。
一
八
八
頁
下
。

⑫
　
安
井
博
士
も

「門
弟
の
阿
弥
陀
房
が
師
長
西
の
説
を
録
し
…
…
自
説
を
加
へ
た
も
の
だ
と
思
ふ
」
（前
掲
書
三
七
頁
）
と
述
べ
て
、
同

様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

⑬
　
既
に
、
拙
稿

「長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論
―
法
然
聖
人
間
流
に
お
け
る
邪
義

・
異
端
評
価
の
成
立
背
景
―
」
（『中
央
仏
教
学
院
紀

要
』
巻
二
八

・
五
〇
頁
、
二
〇

一
七
年
）
に
お
い
て
、
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
〈浄
土
疑
芥
〉
の
翻
刻
完
了
後
に
稿

を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

⑩
　
廣
川
尭
敏
稿

「金
沢
文
庫
本

『観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
」
（『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
巻
三
七
―

一
。
一
九
八
八
年
）
。
同
前
掲
稿

（
一
九
九
二
年
）
。
同

「然
阿
良
忠
と
諸
行
本
願
義
」
（『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
巻
四
二
―
二

。
一
九
九
四
年
）
。
同

「初
期
良
忠
教
学
の

形
成
過
程
―
金
沢
文
庫
本

『観
経
疏
玄
義
分
聞
書
』
第

一
を
中
心
と
し
て
―
」
（『浄
土
宗
学
研
究
』
巻
二
三

。
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

廣
川
博
士
は
こ
れ
ら
の
論
考
の
な
か
で
、
総
じ
て
長
西
と
良
忠
は
対
立
す
る
面
と
共
通
す
る
面
と
の
両
面
を
合
わ
せ
持

っ
て
い
る
こ
と
を

論
じ
て
い
る
。

⑩
　
赤
松

・
西
村

・
佐
竹
前
掲
稿

一
七
六
―

一
八
二
頁
。

⑪
　
『浄
全
』
巻
四
。
四

一
九
頁
上
で

「有
云
」
と
論
難
の
対
象
と
し
て
引
用
さ
れ
る
義
も
、
『礼
讃
光
明
抄
』
三
〇
丁
右
に
示
さ
れ
る
長
西

義
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
良
忠
が

『礼
讃
光
明
抄
』
を
披
閲
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

②
　
「注
」
と

「住
」
の
相
異
に
つ
い
て
は
、
意
味
が
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
両
字
は
人
偏
と
二
水
の
異
な
り
で
あ
り
、
文
字
を
く
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称名寺聖教 F往生礼讃光明抄』について

ず
し
た
際
に
字
形
が
酷
似
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
、
「注
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
『礼
讃
光
明
抄
』
の
書
写
者
に
よ
る
写
誤

で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

④
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行
の

『日
本
研
究
』
巻
六
〇

（二
〇
二
〇
年
二
月
刊
行
予
定
）
に

「称
名
寺
聖
教

『往
生
礼
讃
光
明

抄
』
翻
刻
」
と
し
て
掲
載
予
定
。

口
□

小
論
は
、
公
益
財
団
法
人

三
菱
財
団
の
第
四
八
回

（二
〇

一
九
年
度
）
人
文
科
学
研
究
助
成
な
ら
び
に
本
願
寺
派
教
学
助
成
財
団
の
平

成
二
〇
年
度
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
小
論
の
執
筆
に
あ
た
り
、
金
沢
文
庫
御
当
局
に
は
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　
覚
明
房
長
西
、
浄
土
疑
芥
、
良
忠
、
往
生
礼
讃
私
記
、
金
沢
文
庫
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